
 

 

 

 

 

 

 

 

 

連絡・申込先 主  な  内  容 期間・回数・場所 教室名 

正
派
邦
楽
会
「
雅
貴
代
会
」 

明
正 

雅
紫
盈 

 

（み
ょ
う
し
ょ
う 

ま
さ
し
え
） 

０
１
３
４-

５
４-

５
５
７
１ 

 

わ
ら
べ
唄
な
ど
親
子
で
口

ず
さ
め
る
よ
う
に
お
稽
古

し
ま
す
。
低
学
年
は
５
音

音
階
（
ド
ミ
フ
ァ
ラ
シ
）
、
高

学
年
は
押
手
手
法
を
使
い

７
音
音
階
（
ド
レ
ミ
フ
ァ
ソ

ラ
シ
）
を
マ
ス
タ
ー
す
る
こ
と

が
目
標
。
幼
い
子
ど
も
さ
ん

に
は
３
音
の
み
で
の
曲
を
楽

し
ん
で
弾
い
て
頂
き
ま
す
。

小

学

生

は
各
パ
ー

ト
に
分
か

れ

て

１０

分
位
の
演

奏
が
で
き

る
よ
う
に

な
る
で
し

ょ
う
。 

５
月
～
９
月
の
土
曜
日 

合
計

１０
回
、
発
表
会
１
回 

 

講
師
宅 

 

こ
と
・
た
け
親
子
体
験
教
室 

 
 

財
団
法
人
小
原
流
小
樽
支
部 

支
部
長 

太
田 

豊
愛 

（お
お
た 

ほ
う
あ
い
） 

０
１
３
４-

２
２-

２
３
３
５ 

い
け
ば
な
は
、
四
季
豊
か
な

風
土
の
中
で
自
然
を
深
く

見
つ
め
た
日
本
人
の
心
が
生

み
出
し
た
他
の
国
に
は
な
い

文
化
。
体
験
・
習
得
す
る
こ

と
は
、
伝
統
的
な
文
化
に

対
す
る
関
心
や
理
解
を
深

め
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す
。
季
節
の
お
花
に
ふ
れ
、

楽
し
み
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。 

７
月
～
１１
月
の
土
曜
日

合
計
９
回
、
発
表
会
１
回 

小
樽
市
民
セ
ン
タ
ー 

（色
内
２-

１
３-

５
） 

い
け
ば
な
親
子
体
験
教
室 

藤
間
流
扇
玉
会 

会
主 

 

藤
間 

扇
玉 

 
(

ふ
じ
ま 
せ
ん
ぎ
ょ
く
） 

０
７
０-

６
６
０
３-

５
２
３
３ 

お
む
つ
を
す
る
幼
い
子
ど
も
さ

ん
か
ら
参
加
で
き
ま
す
。
お
じ

ぎ
の
形
と
、
童
謡
や
古
典
の
日

本
舞
踊
を
踊
る
お
稽
古
を
重

ね
ま
す
。
お
稽
古
を
し
て
い
く

こ
と
で
、
目
上
や
相
手
を
敬

い
、
日
本
の
心
に
ふ
れ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

潮
音
頭
の
お
稽
古
も
い
た
し
ま

す
。 ７

月
～
９
月
の
日
曜
日 

合
計
９
回
、
発
表
会
１
回 

小
樽
道
新
文
化
セ
ン
タ
ー 

（稲
穂
２- 

８-

４ 

北
海
道
新
聞
小
樽
支
社
５
階
） 

日
本
舞
踊
親
子
体
験
教
室 

茶
道
裏
千
家
淡
交
会
小
樽
支
部 

 
 

支
部
長 

西
條 

文
雪 

事
務
担
当 

北
嶋 

宗
恵 

（き
た
じ
ま 

そ
う
け
い
） 

０
７
０-

５
６
０
１-

３
５
３
３ 

日
本
の
伝
統
文
化
で
も

あ
る
茶
道
。
「
人
を
お
も

い
や
る
心
」
「お
も
て
な
し

の
心
」
を
基
に
、
数
々
の

基
本
の
所
作
を
練
習

し
、
お
点
前

て

ま

え

が
で
き
る
様

に
な
る
ま
で
楽
し
く
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

７
月
～
１２
月
の
土
曜
日 

合
計
１０
回
、
発
表
会
１
回 

小
樽
市
民
セ
ン
タ
ー
（色
内
２-

１
３-

５
） 

小
樽
市
公
会
堂
（花
園
５-

２-

１
） 

 

茶
道
親
子
体
験
教
室 

 

古
来
の
人
々
の
生
活
の
中

か
ら
生
ま
れ
、
歴
史
と
と
も

に
磨
か
れ
、
守
り
伝
え
ら
れ

て
き
た
日
本
の
伝
統
文
化
。

子
ど
も
さ
ん
た
ち
が
こ
の
伝

統
文
化
に
触
れ
、
体
験
す
る

こ
と
は
、
豊
か
な
人
間
性
を
養

い
育
て
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る

で
し
ょ
う
。

小
樽
で
は
、
令
和
６
年
度
、

下
記
の
４
教
室
を
実
施
し
ま

す
。
親
子
で
も
、
子
ど
も
さ
ん

の
み
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

途
中
参
加
で
き
る
教
室
も
あ

り
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 伝
統
文
化
親
子
体
験
教
室
小
樽
実
行
委
員
会 

会
長 

明
正 

雅
紫
盈 

令和６年度文化庁伝統文化親子教室事業 

受
講
料
は
「
無
料
」（
教
材
費
等 

実
費
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
） 

申
込
み
は
直
接
下
記
の
連
絡
先
へ 


